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P. 4	 課題整理 		
	 スクール・ポリシーの策定によって、資質・能力の育成を目標に見据えた特色・魅力ある教育課程の実現へ
	 文部科学省	初等中等教育局	参事官（高等学校担当）		安

あ
彦
びこ
広
こう
斉
せい

	 福井県立若狭高校	校長		中森一郎	／	大分県立日田高校	指導教諭		遠藤源治

P. 10	 実践事例1 		長野県白馬高校
	 白馬の自然と観光業を生かした学校設定科目で、地域と連携した実践的な学びを実施

P. 14	 実践事例 2 		大阪府・私立高
たか

槻
つき

中学校・高槻高校
	 共学化後の生徒像を見据えてスクール・ポリシーを策定。３つのコースの特色化が、新たな学校の魅力を築く

P. 18	 実践事例 3 		香川県立高松北中学校・高校
	 スクール・ポリシーを軸に、多様な教育活動を再編。生徒、教師、地域が活動の価値をともに理解する

P. 22	 本特集テーマのnext 		
	 魅力化の評価を基にしたステークホルダーの対話が、より実質的で持続可能な取り組みを築く
	 一般財団法人地域・教育魅力化プラットフォーム 代表理事		岩本　悠

特 集

生徒が く
学校づ くり
─高校の特色化・魅力化─

＊１　『VIEW21』次年度誌面に関する読者アンケ―ト結果（アンケートは、2020 年 10 月～ 11 月にウェブとファクスで実施）。
＊２　中央教育審議会 「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」。

　今号のテーマは、弊誌アンケート（＊１）で、取り上げてほしいと要望の多かった「高校の特色化・魅力化」です。中央教
育審議会で議論が重ねられていた論点の1つであったため、その影響による関心の高さと見ていましたが、幅広い年代の
先生に話を伺うと、どの先生も、「少子化の進行で学校は存続できるのか」、「予測困難な時代を生きる生徒に必要な教育
ができているのか」といった危機感をお持ちで、「このままではいけない。もっと学校の特色や魅力を打ち出していかないと」
と、「特色化・魅力化」の必要性を訴えていました。そうした先生方の声を踏まえ、「特色化・魅力化」が各校や先生方にとっ
てどのような意味を持つのか、編集部内で議論を重ね、たどり着いたのが、タイトルに掲げた「生徒が輝く学校づくり」です。
　21年 1月の中央教育審議会答申（＊２）でも示された、「特色化・魅力化」に向けた方策の１つであるスクール・ミッショ
ンの再定義やスクール・ポリシーの策定などを通じて、生徒が輝く学校をどのようにつくっていけばよいのか─。本テー
マの課題を整理した上で、３校の事例から考えるとともに、「特色化・魅力化」の先にある高校のあり方にまで視点を向
けた今号の特集を、ぜひご一読ください。

編集部　統括責任者　柏木　崇
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